
 

水道利用者アンケートの実施について 

 

１．調査目的 

 本市の水道事業では、「本庄市水道事業ビジョン」等を平成３０年度（２０１８年度）か

ら令和１１年度（２０２９年度）までの１２年間を計画期間として策定し、効率的な事業運

営に努めております。各計画について中間見直しを行うにあたり、現在実施している事業や

将来の水道事業の方向性（安全で安心な水の供給、水道管等の更新・耐震化及び事業経営等）

について、水道をご利用いただいている皆様の意識やご意見をお伺いし、今後の事業運営の

参考とさせて頂くために水道利用者アンケート調査を実施するものです。 

 

２．調査対象者 

 以下の条件１～３を満たす水道利用者２,０００人 

  条件１ 給水区域内の水道利用者 

  条件２ 統計用途：一般用 

  条件３ 計算口径：１３ｍｍ、２０ｍｍ 

 

＊地区別の調査対象者数について 

  本市水道事業の給水区域内の地域（本庄地域、児玉地域、群馬県伊勢崎市）のそれぞれ

の意見を調査するため、地域別に調査対象者数を設定することとし、対象者２，０００人

を各地域の契約件数の比率で按分します。 

  

３．調査実施期間 

発 送：令和４年９月３０日（金） 

回答期限：令和４年１０月２４日（月） 

 

はが き発 送：令和４年１０月２４日（月）  

最終回答期限：令和４年１０月３１日（月） 

 

４．調査実施方法 

 アンケート調査票を水道料金システムより抽出した２，０００人に郵送し、回収方法は同

封した返信用封筒を用いて返信するものとします。 

 

 

 

                             【問合せ先】 

水道課 業務係 

電話：２２－２１５１ 

お礼と未回答者への回答依頼、回答期

限延長を兼ねたはがきを発送 

資料３



本庄市の水道水について

本庄市の北側には利根川が流れており、水が豊かであることから水道水の水源は利根川の周辺に
深井戸（約150ｍ）を設置して地下水を汲み上げた後、消毒を行った上で、浄水として皆様に配水し
ています。
児玉地域では、小山川周辺に浅井戸（約20ｍ）を設置して地下水を汲み上げた後、ろ過装置を経
て消毒を行った上で浄水として皆様に配水しています。
また、一部の施設では県営水道を受水して、浄水場等でブレンドして配水しています。

本庄市水道利用者アンケートのQ8・Q14・Q２０・Q22をご回答の際はこちらを参照してください。

本庄地域の井戸（深井戸）

児玉地域の井戸（浅井戸）

県営水道（行田浄水場）

本庄市全体の約２割にあ
たる6,500㎥/日を県営水
道から受水しています。

本庄市の水道イメージ図

市内（本庄地域）へ配水

本庄地域の浄水場

児玉地域の浄水場

本市の水源の地下水（井戸）は、カルシウムやマグネシウムなどのミネラル分を多く含んでいます。
水道水の「味」を確認する水質の指標として「硬度」がありますが、各区域の硬度は以下のとおりです。
水質の分類で見ますと、本庄地域では「硬水」、児玉地域では「中程度の軟水」に分類されます。

本庄市の水道水の特徴について

取組について

本庄市では平成３１年３月に、水道水の安全性を高めるための計画として水質管理計画の基となる
「本庄市水安全計画」を策定し水道水に対するリスクの軽減や予防に取り組んでいます。
また、毎年「本庄市水道事業水質検査計画」を策定して定期的な水質検査等を実施し、水質の安
全を確認するとともに、その結果を市のホームページでも掲載しています。
今後も市民の皆様へ安全で安心してご利用いただける水道水の供給に努めて参ります。

〇令和３年度の浄水の硬度（平均）

・本庄地域（平均）１７3㎎/ℓ
・児玉地域（平均）111㎎/ℓ

※WHO（世界保健機関）の飲料水
水質ガイドラインによる分類

60㎎/ℓ未満・・・軟水
120㎎/ℓ未満・・・中程度の軟水
180㎎/ℓ未満・・・硬水
180㎎/ℓ以上・・・極度の硬水

・本庄市水安全計画は
本庄市ホームページで
掲載しています。→

・本庄市水質検査計画や
水質検査結果は
本庄市ホームページで
掲載しています。→

児玉地域へ送水

市内（児玉地域）へ配水

配水場

受水場

児玉地域

本庄地域

※水道法では硬度の水質基準値は
300㎎/ℓ以下と定められています。

（原水） （浄水）

（浄水）

（浄水）
（浄水）

（原水）
（浄水）

※・原水は井戸から汲み上げた水です。
・浄水は消毒され飲用できる水です。






























